
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒヒュューーママンンフファァククタターー事事象象分分析析手手法法のの研研修修・・分分析析のの支支援援  

ヒューマンエラー防止には、ヒューマンエラーに起因するトラブル（ヒュ

ーマンファクター事象）の分析が不可欠です。ヒューマンファクター事

象の分析手法の研修を実施するとともに、事業所におけるヒューマン

ファクター事象の分析を支援します。  

◇ ヒューマンファクター事象を様々な角度から分析し、再発防止策を提案する手法で

あるHINT/Ｊ-ＨＰＥＳについて、講義･演習を実施します 

HINT/J-HPESの分析の手順 

【ヒューマンファクター事象分析評価手法 – ＨＩＮＴ/Ｊ-ＨＰＥＳ – の研修】 

 

◇ ヒューマンファクター事象の調査、分析から対策案の提案まで一貫して論理的に実

施できます 

◇ 「背後要因の視点」を参考に、ヒューマンエラーの背後要因を、広く、深く抽出できま

す 

◇ 対策は背後要因各々に対して講じるため、当該事象の再発防止対策のみならず、

類似のトラブルの防止を含めた多層的な対策となります 

◇ 分析結果の記述が具体的であることから、事象発生の経緯の説明資料、教訓情報

として活用できます 

■ 手法の特徴 

事象の把握
どんな経緯で事象が発生したのか
どのような行為が事象を起こしたのか

要因分析
なぜそのような行為が生じたのか

対策の立案
どのように改善したらよいか

情報収集・要因整理
どんな状況下で

そのような行為が生じたのか

背後要因の視点 

実施段階
[人]

計画・準備，評価段階
[人]

実施段階
[作業、設備・環境]

日常管理

計画・準備，評価段階
[作業、設備・環境]

不具合状態

分析対象行為
(ヒューマンエラー）

不具合状態の
引き金となった行為

作業者･作業グループ
メンバーに関する要因
（行為、心理的要因など）

作業者ではコントロー
ルできないような作業
現場での局所的な条件

作業の計画・準備・評
価段階の関係者に関

する要因

作業の計画・準備・評
価段階の関係者に与

えられた条件

部署レベル・事業所レ
ベルの要因（品質管理、

教育･訓練など）
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■ 背後要因の検討例 

◇設備の異常な状態変化（不具合状態）に直接影響した「分析対象行為（ヒューマンエ

ラー）」の背後要因を、「背後要因の視点」を参照することにより、実施段階の人の

要因から徐々に掘り下げていき、品質管理、教育･訓練といった日常管理に関わる

深い要因まで明らかにします。 

背後要因の視点 

 

要因分析結果のイメージ（部分） 

◇ 事業所において実施する、HINT/Ｊ-ＨＰＥＳによる具体的なヒューマンファクター事

象分析を、支援します（分析結果に対する、手法の適切な利用、論理性、客観性の

観点からのレビューなど）。 

【ＨＩＮＴ/Ｊ-ＨＰＥＳによるヒューマンファクター事象の分析の支援】 

端子間短絡･溶断

保修員Dは片手に2本ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを
持って作業した

保修員Dは片手に2本ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを
持って作業した

要領検討時に作業管理
者･監督者は短絡防止
について指導しなかった

要領検討時に作業管理
者･監督者は短絡防止
について指導しなかった

保修員Dは点検対象外の活線端子に、絶縁措置を
施していないドライバーを接触させた

手順書に工具の
指定はなかった

手順書に工具の
指定はなかった

監督者は停電作業
の手順書を参考に
手順書を作成した

監督者は停電作業
の手順書を参考に
手順書を作成した

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを置く場
所が無かった

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを置く場
所が無かった

保修員Dは絶縁措置を施し
ていないﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを使用した

保修員Dは絶縁措置を施し
ていないﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを使用した

作業性を
考慮した設
計ではな
かった

作業性を
考慮した設
計ではな
かった

保修員Dは片手に2本ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを
持つことにした

保修員Dは片手に2本ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを
持つことにした

保修員Dは短絡の危険性
に気付いていなかった

保修員Dは短絡の危険性
に気付いていなかった

保修員Dは工具ﾍﾞﾙﾄを携
帯しなかった

保修員Dは工具ﾍﾞﾙﾄを携
帯しなかった

保修員Dは焦っていた保修員Dは焦っていた

保修員Dは失念した保修員Dは失念した

分析対象行為
(ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ）

日常管理

計画・準備・
評価段階[作業、
設備・環境]

計画・準備・
評価段階[人]

実施段階
[人]

不具合状態

実施段階[作業、
設備・環境]

監督者はTBM-KY

時に短絡に対して
注意しなかった

監督者はTBM-KY

時に短絡に対して
注意しなかった

電気事故防止の作
業心得に、短絡に
ついての記載がな
かった

電気事故防止の作
業心得に、短絡に
ついての記載がな
かった

活線状態の設備の
取扱いに関する教
育･訓練が行われ
ていなかった

活線状態の設備の
取扱いに関する教
育･訓練が行われ
ていなかった

保修員Dはこれまで
活線端子を取り扱っ
た経験がなかった

保修員Dはこれまで
活線端子を取り扱っ
た経験がなかった

保修員C,Dは、予定通りに作
業を進められなかった

保修員C,Dは、予定通りに作
業を進められなかった

配線が入り組んでおり、
手間取った

配線が入り組んでおり、
手間取った

一般的に短絡防止
には特別な注意が
払われていなかっ
た

一般的に短絡防止
には特別な注意が
払われていなかっ
た

監督者は多くの作
業を兼務していた

監督者は多くの作
業を兼務していた

監督者は時間的な
余裕がなかった

監督者は時間的な
余裕がなかった


